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令和４年度事業報告 

第１ はじめに 

   令和４年度は、目黒区社会福祉協議会（以下「社協」という。）が行う福祉活動

について、発展・強化させていく方向性を示し、今後５年間の社協の事業計画と経

営上の取組をまとめた「第四次目黒区社協発展・強化計画（令和４年度～８年度）」

の初年度であった。第四次計画では、特に、コミュニティソーシャルワークの推進

に社協組織全体として取り組むと同時に、既存事業の充実・強化を幅広く図ってい

くこととした。 

その一方で、新型コロナウイルスの感染拡大は、引き続き社会生活に大きなダメ

ージを与えており、令和４年度も夏と冬に大きな感染拡大の波があった。社協が行

う講習会や研修会などの事業についても、中止や延期、規模の縮小などの影響を受

けた。 

このような中、令和４年から始まったオミクロン株対応ワクチン接種の進展や、

重症化リスクの改善を受け、社会も次第に新たな生活様式に対応しつつある。 

令和２年３月から社協が取り組んできた新型コロナウイルス感染症の影響によ

る休業・離職等による特例貸付も、令和４年９月末で貸付の申請が終了し、令和５

年１月からは償還（借りたお金の返済）が開始され、社協は今後、償還免除等の申

請支援や生活困窮等に係る相談支援に移行していくことになった。 

ほかにも、民生児童委員やボランティア、町会・自治会、住区住民会議、関係団

体など多くの方々の理解と協力を得つつ、新型コロナウイルスの感染拡大の流行開

始からのこれまでの経験・知見等を踏まえ、工夫を重ねながら、発展・強化計画に

掲げた各事業を可能な限り実施した。 

対面型のイベント「地域福祉のつどい」については、会場での飲食を制限したも

のの３年振りに通常の形式で開催することができたほか、敬老福祉大会も開催時間

を工夫するなどして実施するなど、少しずつコロナ前の取組を回復していくことが

できた。 

社協の理事会・評議員会については、新型コロナウイルス感染症拡大を受け、書

面による決議で対応してきたが、令和４年度はオンライン会議システムを併用した

ハイブリッド形式で開催するなど、対面で開催できる方法を導入した。 

また、平成 25年に策定した社協の業務継続計画〈地震編〉（ＢＣＰ）については

10年振りに改訂すると同時に、新たに〈風水害編〉〈感染症対策編〉を策定するな

ど、新型コロナウイルスの感染拡大に備えた対策も図りつつある。 

令和５年度は、社協に配置されたコミュニティ・ソーシャルワーカー（Community 

Social Worker：略称「ＣＳＷ」。以下、全頁にわたりＣＳＷと表記。）の体制がさ

らに拡充される。社協はポストコロナを見据え、引き続き地域の支え合い体制整備

事業との連携により、福祉の地域づくりを充実させていくとともに、「区民一人ひ

とりをお互いに大切にする支え合いのまちづくり」を推進していく。 
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第２ 重点的な取組       

１ コミュニティソーシャルワークと地域の支え合い体制整備事業との連携による解

決力の向上 

地域共生社会の実現のため、個別課題の支援から地域に共通する課題を引き出し、

住民とともに新たな支援の仕組みを作り出していくコミュニティソーシャルワーク

の推進に社協組織全体として取り組んだ。同時に、既存事業の充実・強化を幅広く図

り、制度の狭間にある福祉課題や生活課題に対応できるよう個別支援機能の向上に努

めた。 

併せて、継続して取り組んできた「協議体」運営を中心とした生活支援体制整備事

業との連携により福祉の地域づくりを進めた。ＣＳＷが生活支援コーディネーターを

兼務する形態をとり、両事業から得られる地域情報や地域の人や団体とのつながりを

有機的に活用した。 

（１）コミュニティソーシャルワークの推進 

前年度から２人増員され、8人のＣＳＷ体制により、「個別支援」「地域の福祉課

題の解決」「地域の支え合い活動への支援」等の取組を推進した。 

   地域包括支援センターや行政など各相談支援機関等と連携し、子どもから高齢者

まで年齢に関わらず、区民一人ひとりに寄り添って、制度の狭間や複数の生活課題

により、既存事業では対応困難な事案の解決に取り組んだ。 

   社会状況や環境の変化等により、個人や世帯が抱える課題は多様化・複雑化する

中、解決に向けた地域へのアウトリーチ機能を地域の方や関係機関と連携し充実を

図った。 

   令和４年度は高齢者や障害者分野はもとより、児童分野へのアプローチに重点を

置き取り組んだ結果、食支援関係団体との連携強化や子どもの居場所を考えるイベ

ントの開催につながった。 

（２）地域における支え合いの仕組みづくり 

住民主体による多様な生活支援サービスを創り出すために、地域の団体・活動者

等による話し合いの場である「協議体」の運営を通して、地域の情報や課題を共有

し、支え合いに関するネットワークの強化を図った。 

   協議体運営や開催方法等の工夫やコミュニティソーシャルワーク事業等の連携

を図り、地域住民とともに地域の課題を把握し、地域住民がともに支え合いながら

地域福祉活動を展開していけるよう、人と人、人と地域を有機的につなぐ仕組みを

整備し、地域の期待に応え、誰一人取り残さない地域づくりを推進した。 

   ３年余にわたる新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、外出機会の減少

等が新たな課題として顕在化しており、地域活動への参加支援や地域情報の提供等

を行った。 

令和４年度は、協議体の開催のほか、地域の多くの方と協議体の働きや地域の課

題を共有して地域づくりにつなげるためのイベントや地域情報冊子づくり等の協

議体活動をサポートした。 
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２ 成年後見制度の拡充  

  目黒区の成年後見制度推進機関として、認知症高齢者や単身高齢者世帯が増加する

中で、成年後見制度の果たすべき役割や需要の増大が見込まれており、新型コロナウ

イルス感染症が拡大する中でもオンラインによる講演会の開催や弁護士等による専

門相談、第三者の後見人等を希望されるかたへの専門家の紹介等を通じ、成年後見制

度の周知や制度利用の支援に取り組んだ。親族や専門家の後見人を依頼することが困

難な区民については、社協が後見人等を法人として積極的に受任し、その後の状況に

応じて市民後見人につなげ、社協は後見監督人として継続的な支援を行った。 

  令和４年度は、相談件数の増大から、情報管理と業務の標準化・効率化を図るため、

既存の管理方法を改善し、相談管理及び業務管理を行うシステムを新たに導入した。

今後もシステムを適切に運用・管理していくための環境整備に継続的に取り組んでい

く。 

また、遺言、相続、任意後見契約等に関する講演会を開催するとともに、前年度に

引き続きエンディングサポート事業の一環としてハイブリッド形式による講演会や、

弁護士・司法書士による相談会を実施し、めぐろ成年後見ネットワークや目黒区と連

携・協力して一層の利用促進に努めた。 
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第３ 事業概要 

Ⅰ 社会福祉事業 

１ 法人運営事業                                

（１）法人運営の充実 

  理事会・評議員会等における議案審議を踏まえ、円滑な法人運営に努めた。開催

方法については、新型コロナウイルス感染症の国・都の動向を見ながら、オンライ

ン会議を併用したハイブリッド形式を導入するなど、状況に応じて適正に開催した。 

（理事会の開催状況） 

開 催 議 案 等 

第１回 ※ 

令和４年 

６月 10日 

議案第１号 

議案第２号 

議案第３号 

議案第４号 

議案第５号 

議案第６号 

議案第７号 

議案第８号 

議案第９号 

議案第 10号 

議案第 11号 

議案第 12号 

議案第 13号 

 

議案第 14号 

報告第１号 

 

報告第２号 

 

報告第３号 

報告第４号 

令和３年度 事業報告及び決算の承認 

令和４年度 社会福祉事業補正予算（第１号）の同意 

令和４年度 公益事業補正予算（第１号）の同意 

令和４年度収益事業補正予算（第１号）の同意 

副会長の選定 

理事候補者の決定  

顧問及び参与の委嘱の承認 

定時評議員会の招集 

経理規則の一部改正 

個人情報保護規程の一部改正 

育児休業等に関する規則の一部改正 

介護休業等に関する規則の一部改正 

障害福祉サービスセンター障害福祉サービス事業運営規程の

一部改正 

居宅介護支援事業運営規程の一部改正 

職務執行状況報告（令和３年 12月１日から令和４年３月 31

日まで） 

第三次目黒区社協発展・強化計画の取組状況報告（令和３年

度） 

令和４年度における主なイベント事業 

共同募金会目黒区配分推薦委員会に係るスケジュール 

第２回 

令和４年 

10月５日 

議案第１号 

議案第２号 

議案第３号 

議案第４号 

議案第５号 

議案第６号 

議案第７号 

議案第８号 

令和４年度 社会福祉事業補正予算（第２号）の同意 

第２回評議員会の招集 

職員就業規則の一部改正 

再雇用職員就業規則の一部改正  

契約職員就業規則の一部改正 

非常勤職員就業規則の一部改正 

臨時職員就業規則の一部改正 

登録型生活支援員及び法人後見サポーター就業規則の一部改正 
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開 催 議 案 等 

議案第９号 

議案第 10号 

議案第 11号 

議案第 12号 

報告第１号 

報告第２号 

ホームヘルパー就業規則の一部改正 

育児休業等に関する規則の一部改正 

介護休業等に関する規則の一部改正 

令和４年度 歳末たすけあい・地域福祉募金実施計画の同意 

職務執行状況報告（令和４年４月１日から７月 31日まで） 

「第 19回 めぐろ地域福祉のつどい」の開催について 

第３回  

令和５年 

２月 10日 

議案第１号 

議案第２号 

議案第３号 

議案第４号 

議案第５号 

議案第６号 

議案第７号 

議案第８号 

報告第１号 

報告第２号 

令和４年度 社会福祉事業補正予算（第３号）の同意 

令和４年度 公益事業補正予算（第２号）の同意 

令和４年度 収益事業補正予算（第２号）の同意 

監事候補者の決定 

評議員候補者の推薦 

第１回評議員選任・解任委員会の招集 

第３回評議員会の招集 

ホームヘルパー就業規則の一部改正 

職務執行状況報告（令和４年８月１日から 11月 30日まで） 

歳末たすけあい地域福祉募金の実施結果と配分計画の変更及

び赤い羽根共同募金地域配分（B配分）の配分推薦結果 

第４回 

令和５年 

３月 20日 

議案第１号 

議案第２号   

議案第３号 

議案第４号 

議案第５号 

議案第６号 

議案第７号 

議案第８号 

議案第９号 

 

議案第 10号 

議案第 11号 

議案第 12号 

議案第 13号 

議案第 14号 

議案第 15号 

報告第１号 

令和４年度 社会福祉事業補正予算（第４号）の同意 

令和４年度 公益事業補正予算（第３号）の同意 

令和４年度 収益事業補正予算（第３号）の同意 

処務規則の一部改正 

職員就業規則の一部改正 

再雇用職員就業規則の一部改正 

契約職員就業規則の一部改正 

非常勤職員就業規則の一部改正 

登録型生活支援員及び法人後見サポーター就業規則の一部改

正 

ホームヘルパー就業規則の一部改正 

令和５年度会員募集計画の同意 

基金活用事業計画の改定 

令和５年度 事業計画及び予算の同意 

第４回評議員会の招集 

評議員選任・解任委員会委員の選任 

申請手続等における押印の廃止について 

※ 新型コロナウイルス感染症拡大時でも対面開催できるよう、令和４年度第１回理事会は、オン
ライン会議を併用したハイブリッド形式で開催した。 
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（評議員会の開催状況） 

 開 催 議 案 等 

第１回 ※ 

令和４年 

６月 27日 

議案第１号 

議案第２号 

議案第３号 

議案第４号 

議案第５号 

報告第１号 

報告第２号 

報告第３号 

報告第４号 

報告第５号 

 

報告第６号 

報告第７号 

 

報告第８号 

 

報告第９号 

報告第 10号 

令和３年度事業報告及び決算の承認 

令和４年度社会福祉事業補正予算（第１号）の承認 

令和４年度公益事業補正予算（第１号）の承認 

令和４年度収益事業補正予算（第１号）の承認 

理事の選任 

経理規則の一部改正 

個人情報保護規程の一部改正 

育児休業等に関する規則の一部改正 

介護休業等に関する規則の一部改正 

障害福祉サービスセンター障害福祉サービス事業運営規程の

一部改正 

居宅介護支援事業運営規程の一部改正 

職務執行状況報告（令和３年 12 月１日から令和４年３月 31

日まで） 

第三次目黒区社協発展・強化計画の取組状況報告（令和３年

度） 

令和４年度における主なイベント事業 

共同募金会目黒区配分推薦委員会に係るスケジュール 

第２回 

令和４年 

10月 26日 

議案第１号 

議案第２号 

報告第１号 

報告第２号 

報告第３号 

報告第４号 

報告第５号 

報告第６号 

 

報告第７号 

報告第８号 

報告第９号 

報告第 10号 

報告第 11号 

令和４年度 社会福祉事業補正予算（第２号）の承認 

令和４年度 歳末たすけあい・地域福祉募金実施計画の承認 

職員就業規則の一部改正 

再雇用職員就業規則の一部改正  

契約職員就業規則の一部改正 

非常勤職員就業規則の一部改正 

臨時職員就業規則の一部改正 

登録型生活支援員及び法人後見サポーター就業規則の一部改

正 

ホームヘルパー就業規則の一部改正 

育児休業等に関する規則の一部改正 

介護休業等に関する規則の一部改正 

職務執行状況報告（令和４年４月１日から７月 31日まで）「第

19回 めぐろ地域福祉のつどい」の開催について 

第３回 

令和５年 

２月 24日 

議案第１号 

議案第２号 

議案第３号 

議案第４号 

報告第１号 

報告第２号 

令和４年度 社会福祉事業補正予算（第３号）の承認 

令和４年度 公益事業補正予算（第２号）の承認 

令和４年度 収益事業補正予算（第２号）の承認 

監事の選任 

ホームヘルパー就業規則の一部改正 

職務執行状況報告（令和 4年 8月 1日から 11月 30日まで） 
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 開 催 議 案 等 

報告第３号 歳末たすけあい・地域福祉募金の実施結果と配分計画の変更

及び赤い羽根共同募金地域配分（B配分）の配分推薦結果 

第４回 

令和５年 

３月 29日 

議案第１号 

議案第２号 

議案第３号 

議案第４号 

議案第５号 

議案第６号 

報告第１号 

報告第２号 

報告第３号 

報告第４号 

報告第５号 

報告第６号 

 

報告第７号 

報告第８号 

令和４年度 社会福祉事業補正予算（第４号）の承認 

令和４年度 公益事業補正予算（第３号）の承認 

令和４年度 収益事業補正予算（第３号）の承認 

令和５年度 会員募集計画の承認 

基金活用事業計画の承認 

令和５年度 事業計画及び予算の承認 

処務規則の一部改正 

職員就業規則の一部改正 

再雇用職員就業規則の一部改正 

契約職員就業規則の一部改正 

非常勤職員就業規則の一部改正 

登録型生活支援員及び法人後見サポーター就業規則の一部改

正 

ホームヘルパー就業規則の一部改正 

申請手続き等における押印の廃止について 

※ 新型コロナウイルス感染症拡大時でも対面開催できるよう、令和４年度第１回評議員会は、オ
ンライン会議を併用したハイブリッド形式で開催した。 

（評議員選任・解任委員会の開催状況） 

開 催 議 案 等 

第１回 

令和５年 

２月 14日 

議案第１号 評議員の選任 

（２）社協会員の募集及び会費納入実績 

   町会・自治会、民生児童委員、福祉関係団体等からの協力を得て、会員会費制度

の維持に努めている。チラシによる会員募集、職員の名刺裏面に会員募集メッセー

ジを記載するとともに、めぐろ社協だよりに社協会費納入払込用紙を刷り込むな

どの工夫のほか、区内法人の協力を得て社協会員募集を行った。また、令和４年度

は、新たにコンビニエンスストア決済による会費納入を導入した。会費納入件数は

微減であったが、納入金額は微増となった。 

    （会費納入件数・金額） 

  ４年度   ３年度 

１，０３２件 ４，２８７，３００円  １，０３８件 ４，２３９，０００円 

（３）寄付 

   個人・団体から寄付金を受領し、社協が実施する地域福祉事業へ活用した。令和

４年度は遺贈による高額寄付がなかったため、金額は大幅減となったが件数は増加
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した。 

      （寄付件数・金額） 

  ４年度 ３年度 

  １２７件 １，９０９，２７２円 １０８件 ４２，９３９，３３２円 

（４）普及啓発 

ア 広報紙の発行及びホームページの運営 

  「めぐろ社協だより」をはじめ各事業別の広報紙を発行した。社協だより（全

号をカラー刷り）には、引き続き有料広告を掲載したほか、新型コロナウイルス

感染症拡大の影響で中止・縮小して取り組んだ地域活動を積極的に紹介した。 

  ホームページでは、生活福祉資金貸付制度の情報を変更の都度発信するなど、

タイムリーな情報発信に努めた。 

    （普及啓発の状況） 

広報紙名 対象 発行回数 
発行部数（配布方

法） 

めぐろ社協だより「てって」 区民 
年４回 

（6･9･11･2月） 

各号６９，９００部 

（新聞折込等） 

令和３年度事業報告書 会員 年１回（7月） 
２，６７７部 

（郵送） 

ボランティアめぐろ 
区民 

登録者 

年 12回 

（毎月） 

各号３,０００部 

（郵送・メール配信） 

ボランティアめぐろ特別号 区民 
年１回 

（3月） 

１５５，０００部 

（全戸配布） 

在宅福祉サービスセンターだより 会員 年２回（5・12月） 
各号１，０００部 

（郵送） 

ファミリー・サポート・センターおたより 会員 年２回（5・12月） 
９００部 

（郵送） 

南部包括だより 区民 
年３回 

（4・7・1月） 

累計５，５００部 

（手渡し等） 

ホームページ 区民 随時情報更新 － 

めぐろボランティア情報検索サイト 区民 毎月情報更新 － 

フェイスブック 区民 随時情報更新 － 

YouTube チャンネル(社協チャンネル) 区民 随時情報更新 － 

  イ めぐろ地域福祉のつどい 

  めぐろ地域福祉のつどいは、区内ボランティアグループ、福祉関係施設・団体、

企業等の参加のもと、目黒区・目黒区民生児童委員協議会との共催で例年 10 月

に中目黒ＧＴにおいて開催している。令和４年度は、感染症対策のため飲食を控

えるなどの制約はあったものの、３年ぶりに会場で開催することができた。地域

活動団体による自主製品の販売・展示のほか、ボランティアグループによる体験

コーナーの設置や、区内活動団体のステージ発表等をとおし、地域福祉活動のＰ
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Ｒを行った。 

ウ  社協ＰＲ活動 

   次表のイベントに参加し、社協事業のＰＲを行う予定であったが、新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響でいずれも中止や縮小となった。各種イベントのほ

か多くの社協事業が中止・縮小となったため、地域がつながり続けるための社協

や地域団体の取組を、社協だよりや社協ホームページを活用して紹介するなど、

ＰＲの方法を工夫した。  

（イベント） 

イベント名 参加日 主催者 参加内容 

民生児童委員活動普及啓発

総合庁舎ロビー展示 

５月９日～

13日 

目黒区民生児童

委員協議会 

社協事業紹介パンフレット

等配布 

民生委員･児童委員活動普

及･啓発パレード - 
・東京都民生児童 

委員連合会 

・東京都 

新型コロナウイルス感染症

拡大の影響で中止 

第 59回目黒区商工まつり 

(目黒リバーサイドフェス

ティバル） 

11月 19日 

・目黒区商工まつ

り運営委員会 

・目黒区 

新型コロナウイルス感染 

症の影響で縮小開催され、チ

ラシのみ設置 

（５）基金の運用 

資金運用基準に基づき、安全性・収益性に留意し、効率的な基金の運用に努めた。 

また、令和元年に策定した基金活用事業計画（令和元年度から令和 10 年度まで、

地域福祉基金から毎年度 500万円を取崩し、在宅福祉サービス事業及びボランティ

ア・区民活動推進事業の事業費の一部として有効活用を図る。）の４年目として、地

域福祉基金 500万円を取崩したほか、権利擁護センター事業における相談管理・業

務管理システム導入にかかる経費に 329万円余を活用した。 

   （基金の状況）                         （単位：円）  

基 金 名 
3 年度末 

残 高 

4 年度末 

利 子 事業費充当 組 入 取 崩 残 高 

地域福祉基金 237,341,329 665,604 665,604 0 8,297,030 229,044,299 

藤原福祉基金 79,456,658 50,777 50,777 0 0 79,456,658 

河村福祉基金 19,793,893 25,650 25,650 0 0 19,793,893 

はまなす福祉基金 13,067,498 16,210 16,210 0 0 13,067,498 

坂東酉福祉基金 18,740,328 105,673 105,673 0 0 18,740,328 

ボランティア基金 15,639,607 17,576 17,576 0 0 15,639,607 

わかたけ福祉基金 9,798,923 63,015 63,015 0 0 9,798,923 

大倉福祉基金 16,689,459 21,600 21,600 0 0 16,689,459 

計 410,527,695 966,105 966,105 0 8,297,030 402,230,665 
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（６）社協発展・強化計画の推進 

 令和４年３月に策定した「第四次社協発展・強化計画」（令和４年度～８年度）の

初年度を迎え、新規事業を始め各事業の計画的な実施に努めた。また、「第三次社協

発展・強化計画」（平成 29 年度～令和３年度）の令和３年度の進捗状況をまとめ、

令和４年６月の定時評議員会で報告した。 

（７）民間障害福祉施設職員健康相談事業 

   平成 29 年度から目黒区の補助を受け、産業医がいない民間障害福祉施設職員の

健康確保やこころの健康づくりを支援するため、健康相談及びストレスチェック等

を実施した。 

事業内容 実施時期 実施方法 

健康相談 月１回 産業医による面談 

ストレスチェック 令和４年１０月実施 民間検査機関へ委託 

メンタルヘルス講習会 令和５年１月２０日開催 元目黒区保健師による講演 

２ 在宅福祉サービス事業                            

 社協独自事業として、地域住民の参加と協力により、高齢者や障害者への家事・介

護など生活に不可欠な支援や、話し相手・外出介助など生活に潤いをもたらす支援を

行っている。 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、利用会員・協力会員

ともに、本人や同居家族への感染不安から活動を休止する会員が一定数見られたもの

の、新規の利用登録が多く、前年度に比べ会員数が微増した。 

  コロナ禍で外出機会や人との交流が減少する中、当センターの活動が貴重な住民同

士の交流の場としての役割を果たしたと考えられる。 

（１）会員登録状況 

   地区により各会員の登録数にばらつきがあるため、利用会員の希望する時間帯や

内容の条件に合う協力会員の調整が難しく、離れた地区の会員を紹介することもあ

った。 

 ４年度 ３年度 

利用会員（年度利用実績） １５６人 １２７人 

協力会員（年度登録数） １７０人 １５２人 

（２）在宅生活への支援 

   令和４年度は、前年度と比較し、家事援助の回数・時間が増加した。とりわけ「そ

の他」の回数が増加しており、ゴミ出し、留守中の見守り、食器洗い、スマートフ

ォンの操作などの多様な内容が含まれる。 

認知症や精神疾患、家庭環境など複合的な課題のある依頼については、地域包括

支援センターやケアマネジャー、行政機関などと連携して支援した。 
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（サービス内容別の延利用回数） 

 
 

４年度 ３年度 

サ
ー
ビ
ス
内
容
別
延
利
用
回
数 

介護援助 ４１５回 ４５３回 

 

排泄・入浴・食事介助 ２回 ２７回 

通院・外出介助 ３６７回 ４０９回 

その他 ４６回 １７回 

家事援助 ３，１７８回 ２，４４５回 

 

掃除・洗濯 １，９７５回 １，５４９回 

買物・食事作り ３３７回 ２５０回 

話し相手 ４６８回 ４２４回 

その他 ３９８回 ２２２回 

すっきりさせ隊 ２３５回 １５５回 

（活動状況） 

   活動時間数 

４年度 ３年度 

介護援助 １，１７７.０時間 １，０４７.５時間 

家事援助 ２，９６９.０時間 ２，３６４.０時間 

（３）困りごとお助けサービスの実施 

 他のサービスでは対応できない困りごとを対象としているため、依頼内容は個別

性が高く多様化している。依頼内容の「その他」は、薬の受け取り、カーテンの取

り替え、突っ張り棒の設置など多岐に渡っている。 

また、具体的な作業内容の依頼ではなく、「どこに相談したらよいか分らない」

「とりあえず見に来てもらいたい」というニーズもあり、相談機能としても重要な

役割を果たしている。 

  ４年度  ３年度 

相談件数 ６８件 ７３件 

活動実績 ５０件 ５２件 

依頼内容(延) 

蛍光灯や電球の取替え  (１３件) 

簡易な荷物・家具の移動( ３件) 

単発の家事代行     ( ３件) 

その他         (３２件) 

蛍光灯や電球の取替え  (１９件) 

簡易な荷物・家具の移動( ２件) 

単発の家事代行     ( １件) 

その他         (３２件) 

（４）目黒区訪問型支え合い事業 

      要支援１・２の認定を受けたかた、または基本チェックリストにより事業対象者

と判定されたかたに対し生活支援サービス（家事援助）の提供を行った。令和４年

度は担い手養成研修を３年ぶりに開催した。 
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 ４年度 ３年度 

利用者数       ２人       ４人 

利用回数（延）       ７９回     １１０回 

担い手養成研修修了者 １８人 ０人 

（５）研修会の開催 

      協力会員のスキルアップや一般区民への地域活動等への理解を目的とした研修

を実施した。 

令和２年度からは、新型コロナ感染症の感染防止対策のため、人数を制限した会

場での開催やオンラインを活用した形式も取り入れてきたが、スマートフォン等の

デジタルの操作に不慣れで参加できないかたも多かった。そのため、令和４年度は

オンライン研修に対応できる協力会員の確保及びデジタルスキルの底上げを目的

にデジタル研修を行った。 

（研修会開催状況） 

 テーマ【講 師】 開催日 参加者数 

① 介護援助入門研修【対象：協力会員】 

 
◎介助のポイント実践例の紹介、高齢者の特性・接し方と 
 車いすなどの介助実技講習 
【東京都理学療法士協会目黒支部 事務局長 山本奈津子氏】 

6月 17日 10人 

② 訪問型支え合い事業担い手養成研修【対象：協力会員、シルバー人材センター会員】 

   ◎介護保険制度と支え合い事業の概要、高齢者の特性と理
解、認知症の特性について 
【目黒区介護保険課、福祉総合課職員】 

7月 8日 18人 

③ デジタル研修【対象：協力会員】 

 ◎LINE、Zoom の基本的な使い方、オンライン研修に参加でき
る知識、技術の習得 

【特定非営利活動法人 防災コミュニティーネットワーク 
理事長 増村 一樹氏】 

9月 16日 10人 

④ 傾聴講座【対象：協力会員、一般区民】 

 ◎日常生活の人間関係や地域活動に役立つ傾聴の基本 
【アクティヴリッスン 澤村 直樹氏】 

11月 18日 19人 

⑤ 笑い×社会参加講座【対象：協力会員、一般区民】 

 ◎たくさん笑って地域活動に参加するコツについて 
（集会・オンライン形式併用） 
【介護エンターテイナー 石田 竜生氏】 

12月 13日 16人 

⑥ 協力会員交流会【対象：協力会員】 

 ◎「足指ほぐして肩凝り・腰痛改善」の体験と協力会員同士
の情報交換 

【健康運動指導士 斎藤 雅氏】 
2月 17日 14人 

参加延人数 87人 

３ ハンディキャブ運行事業                            

公共交通機関（電車、バス、タクシーなど）を利用して外出することが困難な高齢

者や障害者の社会参加を促進するため、地域住民（運転協力員）の協力を得てハンデ
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ィキャブ（福祉車両）運行事業を実施している。年により登録者数、運行回数等の増

減はあるが、令和４年度の運行回数は減少した。 

運転協力員を対象とした安全運転講習会は、目黒警察署交通総務課職員を講師に招

き、令和５年３月に実施した。 

新たに運転協力員１人が就任したが１人が退任したため、引き続き運転協力員の確

保が課題となっている。 

（運行状況） 

 ４年度 ３年度 

利用登録者数 ２８人 ２８人 

利用者数 ２８人 ２８人 

運行回数 ４７９回 ５０１回 

運転協力員登録者 ８人 ８人 

４ ボランティア・区民活動推進事業                        

令和４年度は新型コロナウイルス感染症の収束の目途が立っていない中、状況を踏

まえながら各事業を進めていった。ボランティア・区民活動に関する相談件数は前年

度と比べて２倍以上となっており、区民の地域活動への関心への高さが伺えた。 

センターの講座等では「グローバルな視点で学ぶ 世界の飢餓問題を知ろう！」や

「未来につながる！子どもが育つ遊びと学び」等、青少年の健全育成に向けた講座を

開催したほか、個人や地域活動団体との共催講座を積極的に開催した。  

     （ボランティア・区民活動センターへの相談件数） 

      ４年度   ３年度 

ボランティア・区民活動 ６９３件 ２９７件 

他機関の情報 ７７件 ６９件 

寄付 ※１ ６０３件 ２７０件 

貸出事業 ※２ ４２３件 ２１７件 

保険関係  ４７９件  １５０件 

その他 ２８９件 ２３０件 

計 ２，５６４件 １，２３３件 

        ※１ リサイクル、紙おむつ、使用済み切手等の寄付に関する相談。 
         ※２ 車いす、印刷機、本、レクリエーショングッズ等の貸出に関すること。 

（１）ボランティア活動の推進及びコーディネート 

令和４年度は、地域活動に参加したいとボランティア登録者数も大幅に増加した。

ボランティアグループや施設等も感染対策を講じた上で、ボランティアの受け入れ

が始まった。通常のボランティアの受け入れに慎重であった高齢者施設も、行事等

で利用者に外部のかたと交流してほしいと、特技ボランティアの依頼が増えた。 
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（ボランティア登録状況） 

   ４年度   ３年度 

ボランティア登録数 ６７０人 ５３５人 

特技ボランティア登録件数 ９９件 ９５件 

（ボランティア活動紹介者数[活動内容別]） 

   ４年度   ３年度 

個人ケース（送迎、趣味活動、話し相手等）での活動 ０人 ０人 

施設（話相手、趣味活動、イベント等）での活動 ２０人 ２０人 

ボランティアグループ・団体での活動 ９５人 ７８人 

施設等への特技ボランティアの紹介 ２６件 ８件 

広報紙「ボランティアめぐろ」折込み １３２人 ２７人 

使用済み切手整理 １２２人 １２人 

（２）ボランティアグループ・団体支援 

ボランティアグループに対してボランティア情報の提供、ボランティア活動者の

紹介、ボランティア活動室や機材等の貸出、運営資金の助成などの支援を行った。 

   ４年度   ３年度 

グループ・団体登録数 ６０団体 ５８団体 

簡易印刷機の貸出件数 ２件 ２件 

ボランティア活動室の貸出団体数 ６団体 ６団体 

（３）広報・研修事業 

令和４年度は新型コロナウイルス感染症対策をとりながら、コロナ禍前の通常

の事業に移行していった。毎年度実施している「ボランティア入門講座」におい

ては、４月開催時の参加者は 21 人と過去最高の人数で、「地域活動を待ち望んで

いた」という声が聞かれた。夏体験ボランティアでは７月末には感染が再拡大し、

受け入れが中止になった代替活動として「目黒川の清掃活動」「高齢者施設にちぎ

り絵を送ろう」を実施し、学生にボランティア活動の機会を提供した。 

（研修・講座実施状況） 

事業名 開催日数／開催月 参加者数 

ボランティア入門講座 
３日／4月、9月、3 月 
※ﾊｲﾌﾞﾘｯド型開催 

４０人 

地域支援課合同登録説明会 
１日／５月 
※ﾊｲﾌﾞﾘｯド型開催 

８人 

青少年のためのボランティア体験事業 
「夏体験ボランティア２０２２」 
（協力施設・団体等４７カ所） 

説明会５回 
体験１～６日 
／７～８月 

小・中学生 
７４人 

高・大学生 
１７５人 
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城南ブロック共催講座「防災まち歩き」 
共催／城南ブロック社協・VC、東京都災害 VC アク
ションプラン推進会議合同防災・減災プロジェクト
チーム（全１７団体） 

１日／９月 
※ﾊｲﾌﾞﾘｯド型開催 
※展示訓練開催 

８０人 

ボランティア団体共催事業 
「ワールドクリーンアップデー」 
共催／中目黒村美化委員会 

１日／９月 ３９人 

居場所づくり講座「THE居場所づくり講座」  ９人 

ボランティア団体共催講座「音楽ワークショップと
遊びのレストラン」 
共催／にじっ子サポーターズ 
講師：河野 幸子氏（Music for Challenged people） 

１日／１１月 ６６人 

青少年のための講座「グローバルな視点で学ぶ 世
界の飢餓問題を知ろう！」 
講師：忍足 謙朗氏 

（元国連世界食糧計画アジア地域局長） 

１日／１１月 
※ﾊｲﾌﾞﾘｯド型開催 

４４人 

NPO法人・ボランティア団体共催講座「未来につな
がる！子どもが育つ遊びと学び」 
共催／蔵前理科教室ふしぎ不思議（くらりか）、め
ぐろあそび場づくりの会、NPO法人めぐろ子どもの
場づくりを考える会こどもば、NPO法人めぐろ子ど
も劇場 

１日／１２月 １７人 

災害ボランティア入門講座 

「災害時にどんな活動ができるか一緒に考えてみ
ませんか？」 
講師：高橋 洋氏（認定 NPO 法人災害福祉広域支援
ネットワーク・サンダーバード副代表） 

１日／２月 
※ﾊｲﾌﾞﾘｯド型開催 

 
３４人 

 

ボランティア団体共催事業 
総合庁舎西口ロビーパネル展「ともに生きる」 
共催／NPO法人ウィズ 

７日間／２月 

  ― 
※来庁者のカ
ウントは取っ

ていない 

NPO法人運営支援講座 
「NPO法人のための会計実務講座」 
講師：田中 義幸氏 
  （NPO法人日本公会計支援協会理事長） 

1日／２月   １２人 

ミニデイ・ふれあいサロン活動者研修会 
（ボランティア活動者対象） 
「いくつになってもキレイと元気は『めぐろの活
力』」 
講師：郡司 美千子氏(イリス色彩研究所代表） 

１日／３月 ２６人 

    （連絡会・情報交換会等実施状況） 

事業名 開催日数／開催月 参加者数 

ボランティア・区民活動登録団体 情報交換会 
１日／６月 
※ﾊｲﾌﾞﾘｯド型開催 

１７人 

ボランティア担当者連絡会 
（福祉施設等のボランティア受入れ担当職員対象） 
講師：石田 哲朗氏（東京都写真美術館学芸員） 

１日／１２月 
１０施設 

(９人)  

ボランティアティーチャー懇談会 
講師：宇於崎 智之氏 

（目黒区発達障害支援拠点ぽると相談員） 
１日／３月 １９人 
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（その他・講師派遣等実施状況）     

事業名 開催日数／開催月 参加者数 

目黒区高齢福祉課 
めぐろシニアいきいきポイント事業「ボランティア
活動を行うにあたっての心得」 

１日／２月 １９人 

目黒区国際交流協会（MIFA）「ボランティア講座」 
１日／３月 
※ｵﾝﾗｲﾝ開催 

２３人 

（４）学校等に対する福祉学習支援事業 

学校や地域からの依頼に応じて、ボランティアティーチャー（福祉体験学習ボラ

ンティア）を派遣し、車いす体験や高齢者疑似体験、点字体験、手話体験を実施し

た。令和４年度は学校からの依頼がコロナ禍前の件数に戻ったが、同じ学校から複

数の体験学習の依頼があったため、参加校は微増だったものの、開催回数・参加者

数が大幅に増えた。 

（福祉体験活動実施状況）               ティ：ボランティアティーチャー 

   ４年度   ３年度 

参加校等(参加者数) ティ派遣延人数 参加校等(参加者数) ティ派遣延人数 

小学校 

中学校 

高  校 

その他 

１１（１，７８０ 人） 

 ０（    ０人） 

１（    ４人） 

 ３（   ５０人） 
１３７人 

８（１，２３９人） 

０（    ０人） 

１（    ９人） 

３（   ３０人）  
５２人 

合 計 １５（１，８３４人） １２（１，２７８人） 

（実施内容）        ティ：ボランティアティーチャー  他：外部関係者（保護者等） 

実施先 内 容 実施日 
対象者等（人） 

学年 人数 ティ 他 

鷹番小学校 

①高齢者疑似体験 

②高齢者疑似体験 

③車いす体験 

④手話体験 

６月７日 

６月８日 

７月１３日 

９月１５日 

4 

4 

4 

4 

31 

28 

59 

59 

6 

6 

6 

4 

0 

0 

0 

0 

田道小学校 

①事前学習会 

②車いす体験 

③高齢者疑似体験 

④高齢者疑似体験 

⑤手話体験 

⑥点字体験 

６月２１日 

６月２８日 

１０月１１日 

１０月１２日 

１１月３０日 

１２月１３日 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

61 

59 

26 

29 

57 

52 

0 

5 

5 

3 

4 

6 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

夏体験ボランテ

ィア（小～中学生） 

①手話体験 

②点字体験 

③車いす・高齢者疑似体験 

７月２３日 

７月２７日 

７月３０日 

- 

- 

- 

24 

8 

18 

5 

6 

5 

0 

0 

0 

向原小学校 高齢者疑似体験 ９月６日 4 41 4 0 
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東根小学校 
①手話体験 

②車いす体験 

９月９日 

９月３０日 

4 

4 

122 

122 

4 

4 

0 

0 

碑小学校 

①高齢者疑似体験 

②車いす体験 

③手話体験 

④点字体験 

９月２７日 

１０月１２日 

１０月２８日 

１１月１８日 

4 

4 

4 

4 

98 

98 

98 

98 

6 

3 

4 

6 

0 

0 

0 

0 

五本木小学校 高齢者疑似体験 １０月６日 4 63 5 0 

中目黒小学校 
①車いす体験 

②高齢者疑似体験 

１１月４日 

１１月９日 

4 

4 

72 

72 

5 

5 

0 

0 

多摩大目黒高校 車いす・高齢者疑似体験 １１月２４日 3 4 2 0 

上目黒小学校 
①車いす体験 

②高齢者疑似体験 

１２月７日 

１２月１５日 

4 

4 

42 

38 

5 

5 

0 

0 

油面小学校 
①手話体験 

②車いす体験 

１２月１５日 

２月２４日 

4 

4 

86 

86 

5 

4 

0 

0 

月光原小学校 手話体験 １月２５日 4 62 4 0 

大岡山小学校 点字体験 ３月１０日 4 121 5 0 

※ 上記の点字体験については職員が DVD を活用して実施した。 

（５）ミニデイサービス・ふれあいサロン、子育てサロン事業 

小地域福祉活動の一環として、ミニデイサービス活動やふれあいサロン、子育て

サロン活動を支援した。令和４年度は、引き続き感染対策を取りながらの開催とな

ったが、制限されていたルールが緩和され、会場が使用できるようになった所では、

活動が再開できるようになった。 

また、子育てサロンについては参加者が入れ替わり、新規参加者の獲得が困難に

なっているという声が聞かれた。 

ア ミニデイサービス・ふれあいサロン 

（活動実績） 

 

 

 

          

 

（「ミニデイ・サロン連絡会」開催実績） 

開催 開催月日 参加者 議 題 

第１回 ４月１５日 ３３人 
・年間計画・検討課題の決定 
・東京都写真美術館のプログラム紹介 

第２回 ６月２３日 ４０人 
・地域包括支援センター地区別懇談会 
「地区内の連携と地域資源の活かし方」 

   ４年度   ３年度 

グループ数 ３３団体 ３３団体 

総開催回数     ６９９回     ５４３回 

利用者数（延べ人数） ３，９０４人 ２，４８１人 

ボランティア活動者数（延べ人数）    ２，３２４人    １，８７３人 



- 18 - 

  

第３回 ９月２０日 ２４人 ・地域福祉のつどいの開催について 

第４回 １１月１６日 ２４人 
・消費生活センターによる講義 
「消費者被害の実態と対処法について」 

第５回 １月２６日 ３２人 
・次年度の年間計画について 
・情報交換会 
「ミニデイ・サロンでの取り組み事例の紹介」 

イ 子育てサロン 

（活動実績） 

 ４年度 ３年度 

グループ数 ４団体 ４団体 

総開催回数   ５９回 ３５回 

参加者数（延べ人数）  １，０６７人 ３８１人 

（６）ボランティア保険・行事保険加入手続き 

ボランティア活動における事故やボランティア団体等が主催する行事中の参加

者全員の事故に備え、ボランティア保険、行事保険への加入手続きを行った。 

（取扱人数・件数） 

 ４年度 ３年度 

ボランティア保険 ３，７９４人 １，９４９人 

行事保険 ３７２件 ２２４件 

（７）車いす貸出 

一時的、緊急的に車いすを必要とするかたを対象に長期・短期の貸出しを行った。

また、利用者の利便性を考慮して 24 カ所の住区センターに車いすを配置し、短期

の貸出しを行った。令和４年度の貸出し状況は、新型コロナワクチン接種のための

貸出しや外出のための貸出し希望が多かった。また、車いすの老朽化に伴う交換や

整備の要望も多く、各住区センターへ調査を行い、耐用年数が経過した車いすの交

換を計画的に行った。 

（車いす貸出件数） 

 ４年度 ３年度 

長期（１カ月・500円）〔最大３カ月まで〕   １０２件     ５６件 

短期（１週間・無料）〔住区センター分を除く〕      ６４件      ６４件 

（８）福祉機器のリサイクル 

不用になった介護用ベッドやポータブルトイレ、シルバーカーなどのリサイクル

情報を登録し、社協の広報紙やホームページを通じ、必要としているかたにあっせ

んした。 
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（登録・あっせん件数） ４年度 ３年度 

登録件数   ３２件   ２２件 

あっせん件数  ３４件  １８件 

（９）使用済み切手の収集・整理活動 

住区センターや郵便局に設置した回収ボックスで集めた使用済み切手を、ボラン

ティアグループや老人クラブなどの協力によって整理し、専門業者を通じて換金

した。令和４年度は、この活動による収益で貸出用車いすを１台購入した。 

     （収集整理の実績） 

 ４年度 ３年度 

収集量 １５４kg １７７kg 

収集活動  協力者・協力グループ  ７５件  ７２件 

整理活動  協力者・協力グループ    ５４件    ２８件 

（10）紙おむつ等の寄付受付・配布 

   寄付された紙おむつ等を必要な区民に無償で配布した。 

    （寄付の受付・配布実績） 

 ４年度 ３年度 

受付件数  １１４件   ７３件 

配布件数  １７０件  ２１１件 

（11）情報コーナー 

    区民に対し地域活動に関する情報提供を行うため、関係図書や資料（ポスター・

チラシ・広報紙等）を収集・管理した。 

   （外部情報受付件数） 

 ４年度 ３年度 

市民活動団体 ４件 ８件 

ＮＰＯ・ＮＧＯ ９２件 １０５件 

民間法人 ３５９件 ３２５件 

他社協・ボランティアセンター ８８１件 ７１１件 

目黒区関係 ５３１件 ３４９件 

区外行政関係     １４１件 ６６件 

その他  ４件  ０件 

計 ２，０１２件 １，５６４件 

５ 助成事業                                   

（１）助成金交付事業 

歳末たすけあい・地域福祉募金の配分金である地域福祉活動費を活用して、対象
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団体より申請を受付し、各種助成金交付事業を実施した。 

（助成金交付事業実績） 

分  野 件数 助成金額 

老人クラブ・同連合会への助成 ４０件 １，３１７，９００円 

障害者団体への助成 ４件 ４１０，０００円 

福祉施設への助成（高齢・障害・児童） ６件 １，２６７，０００円 

家庭福祉員、子ども会・同連合会、少年団体

連絡協議会、保護司会（社会を明るくする運

動）への助成 

２１件 ８４０，０００円 

就労移行支援、認証保育所 ０件 ０円 

ボランティア・区民活動助成 ７件 ３５０，０００円 

ミニデイサービス・ふれあいサロン・子育

てサロン活動助成 
３８件 １，１１４，０００円 

合  計 １１６件 ５，２９８，９００円 

（２）共催事業 

   目黒区及び目黒区民生児童委員協議会と共催し、めぐろパーシモンホールにおい

て区内老人クラブを対象に行っている敬老福祉大会は、新型コロナウイルス感染症

の影響で２年間中止したが、令和４年度は時間や内容を工夫し、10月７日に実施し

た。 

（３）赤い羽根共同募金事業 

   赤い羽根共同募金地域配分の公募・受付を行い、共同募金会目黒区配分推薦委員

会の審議を経て、東京都共同募金会に配分推薦を行った。 

  ア 申請額の上限は 30万円、補助率 75％（事業費が 40万円の場合には 30万円を

助成、10万円は自己負担になる。）で、対象事業は、令和５年４月１日から令和

６年３月 31日までに実施される事業。 

  イ 区内社会福祉施設等から 21件、602万円の申請を受理した。 

  ウ 配分推薦は 21 件全件について順位を付けず推薦（全件第１順位として扱われ

る。）し、推薦どおり決定されている。 

６ 生活福祉資金貸付事業                            

東京都社会福祉協議会から委託を受けて、区民からの資金利用に関する相談支援、

対象者の借入申請に関する書類準備と交付手続き、償還に関する相談支援及び書類交

付、調査等を行った。 

各資金では生活困窮者自立支援法に基づき、必要に応じて目黒区に設置された自立

相談支援機関その他と連携を図り、民生児童委員の協力を得ながら対応した。 

（１）教育支援費 

低所得世帯に対し、進学や就学の継続を支援し、将来的な世帯の自立につなげる

ために無利子による資金貸付の申請受付等を行った。 
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 ４年度 ３年度 

相

談 

状

況 

電話相談 １８６件 ３４件 

来所相談 １５０件 ４２件 

合  計 ３３６件 ７２件 

貸

付 

状

況 

申請件数 ３０件 １１件 

貸付決定件数 ３０件 ９件 

貸付決定額 ※2 ２９，０５６，０００円 ※1   ７，２０６，０００円 

償

還 

状

況 

元金償還計画 ３４，６４５，５７７円 ３４，０５７，３８７円 

元金償還額 １３，６５１，１４８円 １５，０８３，９００円 

元金償還率 ３９％ ４４％ 

償還完了件数 ５件 ５件 

※1 全部または一部辞退 2 件、588,000 円を含む。※2 全部または一部辞退 3 件、3,300,000 円を含む。 

（２）福祉費 

   対象世帯に対し、日常生活のうえで一時的に必要であると見込まれる資金（生活

必需品購入ほか）を、低利または無利子で貸付受付等を行った。 

 ４年度 ３年度 

相

談 

状

況 

電話相談 １３０件 １１６件 

来所相談 ５２件 ４３件 

合  計 １８２件 １５９件 

貸

付 

状

況 

申請件数 ２件 ３件 

貸付決定件数 ２件 ３件 

貸付決定額 １７７，０００円 ４，８６８，０００円 

償

還 

状

況 

元金償還計画 ４，３７２，５６０円 ３，６４５，２８０円 

元金償還額 １，５３８，７００円 ９７５，７３０円 

元金償還率 ３５％ ２６％ 

償還完了件数 ５件 ３件 

（３）緊急小口資金(本則) 

 低所得世帯で、貸付対象理由（医療費・介護費の支払、初回給与待ち、他）によ

り緊急かつ一時的に生計の維持が困難な世帯に、資金貸付の申請受付等を行った。  
 ４年度 ３年度 

相

談

状

況 

電話相談 ３４件 １３件 

来所相談 １６件 ５件 

合 計 ５０件 １８件 

貸
付
状
況 

申請件数 ２件 ０件 

貸付決定件数 ２件            ０件 

貸付決定額 ２００，０００円 ０円 
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償

還

状

況 

元金償還計画 １，１８７，１６０円 １，２０８，０００円 

元金償還額 １６，６６０円 ０円 

元金償還率 １％ ０％ 

償還完了件数 １件 ０件 

（４）総合支援資金(本則) 

  日常生活全般に困難な事情を抱えた世帯の生活再建を図るため、相談者への継続

的な支援と生活費、資金貸付の申請受付等を行った。 

※ 上記(１)～(４)の表の元金償還率は、小数点以下を四捨五入で算出。 

（５）新型コロナウイルス感染症の影響で生活に困窮するかたへの貸付 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響による休業等により収入の減少があるか

た等に対し、令和２年３月 25 日から開始された緊急小口資金（特例貸付）及び総

合支援資金（特例貸付）の申請受付を行った。特例貸付の受付は令和４年９月末で

終了となったが、令和５年１月から一部償還が開始となり、897件の免除・償還猶

予等に関わる申請支援を行った。 

（申請書の内容審査、貸付決定、送金事務は東京都社会福祉協議会が実施） 

★年度区分、転出・転入等により申請書送達件数と貸付決定件数に相違あり。 

ア 緊急小口資金（特例貸付） 

  新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊

急かつ一時的な生活維持のための貸付を必要とする世帯に対し、貸付額 20 万円

以内で一括交付による無利子貸付の申請受付等を行った。（令和４年９月末で終

了） 

 ４年度 ３年度 

貸

付

状

況 

申請書送達件数 ２９７件 １，２２５件 

貸付決定件数 ２０５件 １，２６２件 

  ４年度 ３年度 

相

談 

状

況 

電話相談 ３５件 ４６件 

来所相談 １６件 ６０件 

合  計 ５１件 １０６件 

貸

付

状

況 

申請件数 １件 ０件 

貸付決定件数 １件            ０件 

貸付決定額 １，１７０，０００円 ０円 

償

還

状

況 

元金償還計画 ２０，８９５，６７９円 ２２，５０８，４６８円 

元金償還額 ７４７，５７１円 １，３２５，９７２円 

元金償還率 ３％ ５％ 

償還完了件数 ３件 ４件 
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  イ 総合支援資金（特例貸付）初回貸付 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困

窮し、日常生活の維持が困難になっている世帯に対し、２人以上世帯月額 20 万

円、単身世帯月額 15 万円で３カ月間を基本とする無利子貸付の申請受付等を行

った。（令和４年９月末で終了） 

 ４年度 ３年度 

貸

付

状

況 

申請書送達件数 ２６８件 １，１２５件 

貸付決定件数 ２１７件 １，３６４件 

ウ 総合支援資金（特例貸付）延長貸付 

総合支援資金（特例貸付）初回貸付の利用後、なおも生活困窮の状況が続く世

帯に対し、自立相談支援機関での相談や継続的な支援を前提として、原則３カ月

まで貸付期間を延長する、延長貸付の申請受付等を行った。(令和３年６月末で

終了) 

 ４年度 ３年度 

貸

付

状

況 

申請書送達件数   ―       ４９８件 

貸付決定件数 ―       ５８５件 

エ 総合支援資金（特例貸付）再貸付 

緊急事態宣言の再発令等に伴う経済支援策の一つとして、緊急小口資金及び総

合支援資金の貸付が終了する世帯を対象とする再貸付（１回のみ３カ月まで）の

実施に伴い、申請受付等を行った。（令和３年 12月末で終了） 

 ４年度 ３年度 

貸

付

状

況 

申請書送達件数 ―       １，４５２件 

貸付決定件数 ―         ２，０１４件 

（６）離職者支援資金 

失業によって生計の維持が困難になった世帯に、再就職までの期間、低利で生活

資金の資金貸付を行っていたが、平成 21 年９月に廃止となった。なお、償還業務

は継続して受託している。 

 ４年度 ３年度 

償

還

状

況 

償還中件数 ７件 ７件 

元金償還計画 ６，６７７，３３０円 ６，９０１，６８０円 

元金償還額 １２２，９２０円 ２２４，３５０円 

元金償還率 １％ ３％ 

償還完了件数 ０件 １件 
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（７）不動産担保型生活資金 

 低所得の高齢者世帯（65 歳以上の者で構成する世帯）を対象に、今後の生活を

維持できるよう自己所有の居住用不動産（マンションを除く：土地・建物評価額

1,500万円以上）を担保として、生活資金の貸付を行う制度である。令和４年度は

来所や電話による相談があったものの、貸付決定には至らなかった。 

 ４年度 ３年度 

相

談

状

況 

電話相談 ２１件 １２件 

来所相談 ５件 ８件 

合  計 ２６件 ２０件 

貸

付

状

況 

申請件数 ０件 ０件 

貸付決定件数 ０件 ０件 

貸付決定額 ０円 ０円 

（８）要保護世帯向け不動産担保型生活資金 

低所得の高齢者世帯（65 歳以上の者が同居する世帯）を対象に、今後の生活を

維持できるよう自己所有の居住用不動産（マンション：土地・建物評価額 500万円

以上）を担保として、生活資金貸付の申請受付等を行う制度である。令和４年度は

電話による相談があったものの、貸付決定には至らなかった。 

（９）臨時特例つなぎ資金 

公的給付制度または公的貸付制度の申請を受理されている住居のない離職者で、

貸付等開始までの期間、生活に困窮している場合に、生活資金（無利子）の申請受

付等を行う制度である。令和４年度は相談・貸付ともに実績がなかった。 

 ４年度 ３年度 

相

談

状

況 

電話相談 ３件 １件 

来所相談 ２件 ０件 

合  計 ５件 ０件 

貸

付

状

況 

申請件数 ０件 ０件 

貸付決定件数 ０件 ０件 

貸付決定額 ０件 ０件 

 ４年度 ３年度 

相

談

状

況 

電話相談 ０件 ０件 

来所相談 ０件 ０件 

合  計 ０円 ０件 

貸

付

状

況 

申請件数 ０件 ０件 

貸付決定件数 ０件 ０件 

貸付決定額 ０円 ０円 
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（10）生活復興支援資金 

   東日本大震災により被災した低所得世帯に当面の生活に必要となる経費等の貸

付を行うことにより、生活の復興を支援するための資金として申請受付等を行う制

度である。震災から 10年経過する中で、平成 26年度以降は、相談・貸付ともに実

績がない年が続いていたが、令和４年度は、相談はあったが貸付決定には至らなか

った。 

 ４年度 ３年度 

相談件数 ３件 ０件 

貸

付

状

況 

申請件数 ０件 ０件 

貸付決定件数 ０件 ０件 

貸付決定額 ０円 ０円 

７ 権利擁護センター事業                              

（１）成年後見制度利用支援事業 

成年後見制度を身近なものとして利用できるように、成年後見制度推進機関とし

て制度の周知を行い、制度利用支援事業を実施した。 

ア 成年後見制度推進機関の運営 

（ア）成年後見制度の周知 

後見制度の周知を図るため、専門家による後見人サポート組織「めぐろ成年

後見ネットワーク」主催による区民向け講演会、及び権利擁護センター主催に

よる制度や死後事務委任等についての講演会を開催した。また、目黒区から受

託したエンディングサポート事業として終活に関する講演会と相談会を実施

した。令和４年度は新型コロナウイルス感染症拡大のため、講演会は会場参加

とオンライン参加を併用して実施した。 

このほかに、めぐろ成年後見ネットワーク委員を講師として派遣する団体向

けの出張講座を３回実施した。 

（「めぐろ成年後見ネットワーク」主催講演会の開催状況） 

開催日 テーマ 講師 参加者数 

１０月１２日 はじめての成年後見制度 弁護士 曾我 裕介氏 

会場９人 

オンライン

４人 

１月３０日 

親亡き後の障害者支援 

～事例でわかる成年後見制度の

活用～ 

社会福祉士 加瀬 祐子氏 

税理士   古川 眞理氏 

会場 10 人 

オンライン 

11 人 

（権利擁護センター主催講演会の開催状況） 

開催日 テーマ 講師 参加者数 

１２月１６日 
そなえて安心！ 

任意後見契約と遺言 
公証人 徳田 薫氏 

会場 11人 

オンライン

14人 
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（エンディングサポート事業講演会及び相談会の開催状況） 

 

(イ）成年後見人等の紹介 

専門家による第三者の後見人等を希望するかたに「成年後見人等受任候補

者名簿」に登録している弁護士・司法書士・社会福祉士の専門家を紹介した。 

  （紹介状況） 

内   訳 ４年度 ３年度 

候補者名簿登録者数 ８２人 ８１人 

後見人等の紹介件数（うち、団体等の紹介件数） 
３９件 

（０） 

 ３６件 

（１） 

後見人等以外の紹介件数（相続、財産管理など） ４件 ６件 

（ウ）成年後見制度の利用に関する相談 

成年後見制度、相続・遺言などに関する専門相談（弁護士３人、司法書士１

人の相談員が対応）や、制度及び高齢者や障害者に対する日常生活自立支援事

業等に関する一般相談（職員が対応）を実施した。 

  （専門相談実績） 

内   訳 ４年度 ３年度 

相 談 人 数 ７４人 ７７人 

相談内容 

法定後見 ６２件 ６１件 

任意後見 ６件 ４件 

遺言作成 ８件 ７件 

財産相続 ３件 ９件 

権利侵害 １件 １件 

その他 ４件 ５件 

相談件数合計 ８４件 ８７件 

※ 相談件数：１人の相談者が複数件を相談した場合は、延件数を掲載した。 

（一般相談実績） 

内   訳 ４年度 ３年度 

権利擁護 

日常生活自立支援事業 １，３５５件 １，６７６件 

身体障害者等福祉ｻｰﾋﾞｽ 

利用援助事業 
７８件 ４０件 

事務管理 ０件 ８件 

開催日 テーマ 講師 参加者数 

２月２６日 
おひとりさまの終活 

～自分らしい老後と最後の準備 

ノンフィクションライター 

 中澤 まゆみ氏 

会場６人 

オンライン 

26人 

２月２７日 

２８日 
エンディングサポート相談会 

弁護士  長尾 愛女氏  

司法書士 清原 正承氏  
 ５人 
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成年後見等 

(専門相談の受付 

分を含む。) 

成年後見制度(法定・任意） ５７４件 ５１１件 

遺言作成 ３５件 ２０件 

財産相続 １２件 １４件 

権利侵害 ２件 １件 

法人後見（監督人含む） ３４１件 ３７７件 

見守り・財産管理委任契約等 ７件 ９件 

苦 情 相 談 １２３件 １０１件 

そ   の   他 ２４件 ２０件 

計 ２，５５１件 ２，７７７件 

（エ）市民後見人等候補者養成の実施 

     東京都社会福祉協議会で実施していた養成講習を、平成 26 年度からは社協

で行っている。地域の中で後見人を養成し、講習終了後は、日常生活自立支援

事業登録型生活支援員・法人後見サポーターとして現場での実地経験を積み、

後見受任後は、社協が監督人として指導・支援を行うといった、養成から後見

活動まで一貫してサポートする仕組みとなっている。 

４年度 ３年度 

期間・科目数等 受講者数 修了者数 期間・科目数等 受講者数 修了者数 

11月～３月実施 

座学８日間 14科目 

実習１回 

９人 ９人 

11月～３月実施 

座学８日間 14科目 

実習１回 

１０人 ８人 

 

内   訳 ４年度 ３年度 

市民後見人候補者数（計）  ５０人 ４５人 

（オ）生活支援員等への支援 

    市民後見人、市民後見人候補者、法人後見サポーター、日常生活自立支援事

業登録型生活支援員に対し、後見業務等に関する研修を年２回、交流会を年１

回開催し、資質向上を図っている。令和４年度は新型コロナウイルス感染症拡

大のため集合型研修等の開催を見送り、東京都社会福祉協議会が配信する研修

動画について情報提供を行った。 

（カ）親族後見人への支援 

   親族後見人登録者に、成年後見制度の動向に関する資料を１回送付した。ま

た、めぐろ区報への掲載等により親族後見人登録制度への参加の呼びかけを行

った。令和４年度は、４年ぶりに親族後見人交流会を実施し、「めぐろ成年後

見ネットワーク」委員の参加により意見交換、情報交換を行った。 

内   訳 ４年度 ３年度 

親族後見人登録者数（被後見人数）  １６人（１４人）  １７人（１５人） 
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（キ）成年後見制度の利用に係る報酬助成 

目黒区の補助事業として、成年後見制度の利用に係る報酬助成事業（受任し

た専門家等への報酬助成）を引き続き実施した。 

助成実績 ４年度 ３年度 

交付件数  １２件  １０件 

助成金額 ２，３４８，０６１円 ２，１５８，３８０円 

（ク）成年後見制度の利用に係る申立助成 

目黒区の補助事業として、成年後見制度の利用に係る申立費用を助成する事

業（所得や資産が少なく申立費用を負担することが困難なかたに対する助成）。

令和４年度の実績は昨年同様なかった。 

助成実績 ４年度 ３年度 

交付件数  ０件  ０件 

助成金額 ０円 ０円 

イ 法人後見事業の推進 

 親族や専門家に後見人等を依頼することが困難な区民に対して、法定後見人及

び任意後見人を平成 18 年度から社協が受任している。また、市民後見人の監督

人を法人として社協が行っている。 

（法定後見人の受任状況）         ※ カッコ内は法人後見監督人受任件数 

内   訳 ４年度 ３年度 

継   続 ４（８）件 ８（８）件 

新   規 ４（１）件 ２（３）件 

終   了 ２（３）件 ６（３）件 

計 ６（６）件 ４（８）件 

受任件数累計 ４６（２１）件 ４２（２０）件 

 
（任意後見人の受任状況） 

内   訳 ４年度 ３年度 

継   続 １件 １件 

新   規 ０件 ０件 

計 １件 １件 

ウ 見守り・財産管理委任契約等 

生活あんしん見守りサービス事業から移行し、社協と任意後見契約を締結して

いるかたを対象に、見守り・財産管理委任契約、死後事務委任契約を締結して支

援している。 

内   訳 ４年度 ３年度 

見守り・財産管理委任契約 

死後事務委任契約 
１件 １件 

計 １件 １件 



- 29 - 

  

（２）権利擁護事業 

 高齢者や障害者のかたが、住み慣れた地域で安心して自立した生活が送られるよ

う、福祉サービスの利用援助や日常的金銭管理サービスを実施した。 

また、保健福祉サービスに関する苦情に対して、第三者の立場で対応する「保健

福祉サービス苦情調整委員」による苦情相談を実施した。なお、事業運営にあたり、

運営等審査会など各種会議を開催し、専門家による審議等を行った。 

〔日常生活自立支援事業(地域福祉権利擁護事業)状況〕 

内   訳 ４年度 ３年度 

新規契約件数 １６件 １４件 

解約件数 １５件 １３件 

年度末契約数 ４１件 ４０件 

（身体障害者等福祉サービス利用援助事業状況） 

内   訳 ４年度 ３年度 

新規契約件数 １件 ２件 

解約件数 ０件 ０件 

年度末契約数 ４件 ３件 

（苦情調整事業の状況） 

苦情調整委員 相談内容 
４年度 ３年度 

相談件数 申立件数 相談件数 申立件数 

介護保険 ３８ ０ ２３ ０ 

高齢福祉 ３ ０ １０ ２ 

保健福祉 ３ ０ ４ ０ 

障害福祉 １０ １ ６ １ 

総合支援法 ３１ ０ ３０ １ 

低所得 １９ １ ２６ １ 

子育て支援 １ ０ ０ ０ 

保 育 １６ ３ ２ ０ 

その他 ２ ０ ０ ０ 

計 １２３件 ５件 １０１件 ５件 

（運営等審査会など各種会議の開催状況） 

回数 開催日 会 議 内 容 

(1) 運営等審査会（4回開催） 

１ ５月２５日 

（審議）法人後見新規受任ケースについて 

（協議）日常生活自立支援事業ケースについて 

（報告）令和３年度事業実績について、令和４年度事業計画について 
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２ ７月２７日 

（協議）日常生活自立支援事業ケースについて 

身体障害者等福祉サービス利用援助事業ケースについて 

（報告）事業実績について 

３ 11月 16日 

（審議）法人後見新規受任ケースについて 

市民後見人へのリレーケースについて 

（協議）日常生活自立支援事業ケースについて 

（報告）事業実績について、市民後見人養成講習について 

４ 1月２５日 

（審議）市民後見人候補者名簿等からの登録抹消について 

（協議）日常生活自立支援事業ケースについて 

（報告）事業実績について、講演会等実施予定 

(2) 専門相談員連絡会（２回開催） 

１ ９月７日 
令和４年２～７月専門相談事例報告、意見交換、令和３年度事業実績報告、

令和４年度上半期事業実績報告 

２ ３月 1日 
令和４年８月～令和５年１月専門相談事例報告、意見交換、令和４年度事業

実績報告、令和５年度開催日程確認 

(3) 保健福祉サービス苦情調整委員会議(６回開催）、区長報告（１回）・情報交換会（１回） 

１ ５月 12日 
苦情調整委員制度運用状況（令和４年３月～４月） 

目黒区長報告について 

２ ７月７日 目黒区長報告（令和３年度苦情調整委員制度運用状況） 

３ ７月７日 苦情調整委員制度運用状況（令和４年５月～６月） 

４ ９月 27日 

苦情調整委員制度運用状況（令和４年７月～８月） 

令和４年度意見交換会について 

継続調査について 

５ 11月 22日 
苦情調整委員制度運用状況（令和４年９月～10月） 

令和４年度意見交換会について 

６ 1月 23日 苦情調整委員制度運用状況（令和４年 11月～12月） 

７ ３月７日 

苦情調整委員制度運用状況（令和４年 12月～５年２月） 

継続調査の結果について 

令和４年度運用状況報告書について 

８ ３月７日 

苦情調整委員による意見交換会 

目黒区健康福祉部、健康推進部、子育て支援部の各課長もしくは係長が出

席。最近の苦情対応状況などの情報を交換し、苦情調整委員制度や現場の

対応について相互理解を深め、サービス向上について意見交換を行った。 

(4) 成年後見人等受任候補者連絡会 

  年 1～2回の開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大のため中止した。 

（5） めぐろ成年後見ネットワーク連絡会（３回開催）※オンライン開催 

１ ７月 26日 
（議題）市民後見人養成講習について 

（報告）令和４年度主催講演会について、令和３年度事業実績について 

２ 10月 17日 （議題）親族後見人交流会について 
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（報告）第１回主催講演会実施報告、市民後見人養成講習進捗 

（情報交換会）市民後見人の活用、身元保証団体・身元保証ニーズ 

３ ２月 14日 

（議題）令和 5年度事業計画 

主催講演会について（第２回実施報告、令和５年度実施内容検討） 

令和４年度市民後見人養成講習について意見交換 

（報告）令和４年度出張講座について 

８ ファミリー・サポート・センター事業                       

前年度同様、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、就労に起因するサポート

や出産・病気での利用、ひとり親世帯など対象や内容を制限しサポートを行った。７

月以降は、利用回数の制限を外し、通常に戻したため、前年度より利用回数が増加し

た。 

援助内容では、保育園送迎（保育なし）や学童のサポートが増加し、活動時間も「１

時間未満」が半数近くを占めている。利用内容等の制限のある中、会員の協力により

大きな問題もなく運営できた。また、令和４年度から多胎児世帯の状況を考慮し、「保

育園同伴送迎・通院や検診時の同伴送迎保育」を援助内容に追加した。 

利用登録については、新型コロナウイルス感染症拡大防止及び利用希望者の利便性

を考慮し、オンラインを利用した事業説明会を年 18 回開催した。昼休憩時に参加で

きるように設定する、説明時間を短くするなど、参加しやすい工夫をして開催した。 

協力会員数としては、基礎研修会によって、新たに 26 人が登録したが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大をきっかけに退会する会員も多く、最終的に２人の増加となっ

た。 

令和４年度も子ども家庭支援センターからの相談対応など目黒区の所管部署と連

携して支援を行った。また、センターの事業を区民が活用できるよう、区民と直接関

わる子育て支援関係部署の職員 13人を対象に事業説明会を開催した。 

（利用会員・協力会員の登録状況） 

 令和４年度 令和３年度 

利用会員 ２７３人 ３３５人 

協力会員 ４２６人 ４２４人 

※ 両方会員２人を含む。 

（１）利用状況  

   （申込状況） 

区  分 令和４年度 令和３年度 

依 頼 ２，６６３件  ２，４０８件 

成 立 ２，４５４件 ２，１７３件 

不成立 ０件 ０件 

総時間 ３，３７２時間 ３，１４９時間 

キャンセル 

利用会員からの申出 １８９件 ２１６件 

協力会員からの申出  ２０件 １５件 

事務局判断 ０件  ４件 
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（利用理由別の件数） 

利用理由 令和４年度 令和３年度 

送迎と勤務時間が合わない １，２７７件 １，３５６件 

兄弟姉妹の世話 ０件 ２５件 

仕事を休めない ２７６件 ２４７件 

産前・産後の育児援助 ２５４件 １７３件 

臨時的・変則的就労 ５０件 ７件 

保護者の病気や通院 ２３３件 ２３１件 

保育施設や学校の行事 ０件 ０件 

勤務時間と子どもの帰宅時間が合わない ３３７件 １６５件 

その他 ２７件 １９件 

       計 ２，４５４件 ２，１７３件 

（２）援助状況 

（援助の内容別件数） 

援助内容 令和４年度 令和３年度 

保育園送迎（保育なし） １，０３７件 ９０６件 

未就園児の保育 １３１件 １１０件 

保育園の送迎保育・帰宅後保育 ２９９件 ４１７件 

学童の送迎・保育等 ５７９件 ４０７件 

幼稚園送迎・保育等 ２０１件 １１０件 

その他（休園日保育・支援学級の送迎等） ２０７件 ３５６件 

        計 ２，４５４件 ２，１７３件 

 （活動時間別の援助回数） 

時  間 令和４年度 令和３年度 

１時間未満 １，０４１回 ８２７回 

１時間以上２時間未満 ５６０回 ４６４回 

２時間以上３時間未満 ４３３回 ３１５回 

３時間以上４時間未満 １０３回 １６９回 

４時間以上５時間未満 ２４回 ４９回 

５時間以上６時間未満 ８回 ２回 

６時間以上 1 回 ２回 

        計 ２，１７０回 １，８２７回 

※ 兄弟姉妹の同時サポートの場合、人数（件数）に関係なく 1回として計算している。 

（３）活動に向けた研修会・交流会 

令和４年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実習のない研修講座に

ついては、オンラインを併用し開催した。 

５年に１回の参加が必要となった救命講習２回を含め、合計５回ステップアップ
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研修会を開催し、合計 16人の会員が参加した。 

（開催状況） 

研修会等 開催日 テーマ（講師等） 参加者数 登録者数 

基礎研修会 

（第１回） 

社協研修室 

４月１８日 子どもを理解するために 

（元目黒区立保育園長 齊藤 景子氏） 

目黒区の子育て事情（総務課職員） 

サポートの心構え（当センター） 

８人 

７人 

４月２０日 子どもの救命・応急手当（実習を含む）
（NPO法人シーボウル海の教室） 

事故予防（当センター） 

７人 

基礎研修会 

（第２回） 

社協研修室 

６月１３日 子どもを理解するために 

（元目黒区立保育園長 齊藤 景子氏） 

目黒区の子育て事情（総務課長） 

サポートの心構え（当センター） 

６人 

（うちオンライン 

参加１人） 
５人 

６月１５日 子どもの救命・応急手当（実習を含む）
（NPO法人シーボウル海の教室） 

事故予防（当センター） 
５人 

基礎研修会 

（第３回） 

社協研修室 

９月９日 子どもを理解するために 

（元目黒区立保育園長 齊藤 景子氏） 

目黒区の子育て事情（総務課長） 

サポートの心構え（当センター） 

１４人 

１０人 

９月１２日 子どもの救命・応急手当（実習を含む）
（NPO法人シーボウル海の教室） 

事故予防（当センター） 

 １１人 

基礎研修会 

（第４回） 

社協研修室 

１２月５日 子どもの救命・応急手当（実習を含む）
（NPO法人シーボウル海の教室） 

事故予防（当センター） 

２人 

１人 １２月６日 子どもを理解するために 

（元目黒区立保育園長 齊藤 景子氏） 

目黒区の子育て事情（総務課長） 

サポートの心構え（当センター） 

３人 

（うちオンライン 

参加１人） 

基礎研修会 

（第５回） 

社協研修室 

２月１日 子どもを理解するために 

（元目黒区立保育園長 齊藤 景子氏） 

目黒区の子育て事情（総務課長) 

サポートの心構え（当センター） 

８人 

（うちオンライン 

 参加４人） 
   ３人 

２月３日 子どもの救命・応急手当（実習を含む）
（NPO法人シーボウル海の教室） 

事故予防（当センター） 

８人 

ステップア

ップ研修会 

（第１回） 

７月２日  子どもの救命・応急手当（実習を含む）
（NPO法人シーボウル海の教室） 

事故予防（当センター） 
４人  

ステップア

ップ研修会 

（第２回） 

８月２３日 子どもの発達と子育て支援（目黒区発
達支援拠点ぽると 臨床心理士） 

６人 

（うちオンライン 

参加３人） 

 

ステップア

ップ研修会 

（第３回） 

１０月３日 防災体験 本所防災館（本所防災館職
員） ４人  

ステップア

ップ研修会

（第４回） 

１１月１１日 子どもの救命・応急手当（実習を含む）
（NPO法人シーボウル海の教室） 

事故予防（当センター） 
２人  

延参加人数  ８８人  ２６人 
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９‐１ 生活支援・ＣＳＷ体制整備事業【生活支援】                

地区の第２層（地区単位）生活支援体制整備事業を目黒区から受託し、高齢者等の

日常生活支援に係る協議体の設置・運営、生活支援コーディネーターの配置により、

地域の実情に応じた多様な主体による支え合いの仕組みを広げ、高齢者の生活を重層

的に支援する体制の充実・強化に取り組んだ。 

（１）第２層協議体の設置・運営 

目黒区では、地域活動の関係者、生活支援・介護予防サービス提供主体等が参加

し、地域の支え合いを広げることを目的とした情報共有及び連携強化を図る場であ

る協議体を地区ごとに運営することとしている。 

   令和４年度は、新型コロナウイルスの感染対策をした上で、対面での会議等の開

催を再開した。地域の情報や課題を共有し、ネットワークづくりと強化に取り組ん

だ。また、地域住民や事業者が参加する協議体主催のイベントを企画し、顔の見え

る関係性づくり、ネットワークの強化を図った。 

ア 各地区協議体会議の開催 

地区 協議体名 開催回数 内 容 開催形式 

北部 

北部いきいき      

支え合いネットワーク 

（ほくいきネット） 

６回 

(4・7・9・11・1・３月) 

・座談会の企画、振り返り 

・ほくいき地域情報誌(仮称)

の作成に向けた検討、情報

共有 

対面、 

ハイブリッド 

東部 

東部ふれあい 

協議会        

（とうふれ協議会） 

５回 

 (4・6・9・11・1 月） 

・困りごとの相談窓口等を一

覧にしたチラシの配布方法

および、配布先の検討 

・東部ふれあいフェスティバ

ルの企画 

対面 

中央 

中央まるごと 

ネットワーク      

（まんなかネット） 

４回 

 (5・8・11・1 月) 

・地域資源情報リスト「まん

なかネットささえあいガイ

ド」の作成について 

対面、 

ハイブリッド 

南部 

南部支え合い 

まち会議 

（なんまち会議） 

５回 

(5・7・9・1・3 月） 

・「なんまち ふれあい通信」

の配布状況の共有 

・支え合いまち講座の企画 

・支え合いまち講座の実施後

の振り返り 

対面 

西部 

西部支え合い 

まち会議 

（にしまち会議） 

４回 

 (4・7・9・12 月） 

・「にしまちいきだより」の

配布先の検討 

・「支え合い・いどばた会

議」の企画 

・「支え合い・いどばた会

議」の実施後の振り返り 

対面 
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イ 各地区での取組 

地区 開催日 内 容 
参加 

者数 

北部 ６月２１日 

地域ささえあい座談会 

・「地域のお宝・ふだんの暮らしの支え合い再発見」 

・「コロナ禍での活動状況、お困りごと、工夫してい

ること」など情報交換 

２３人 

東部 

１１月２０日 

東部ふれあいフェスティバル～地域のお役立ち情報を

ご紹介します～ 

・東部地区のお役立ち情報を紹介 

東部地区の町会・自治会、住区住民会議、青少年委

員、活動団体、NPO団体、ふれあいポリス、施設、病

院、行政や社会福祉協議会のサービスなど多数紹介 

９４人 

３月２７日 

東部ふれあいフェスティバル交流会 

・ふれあいフェスティバルの振り返り 

・意見交換、情報交換 

１６人 

南部 １０月６日 

支え合いまち講座「みんなで話そう ご近助物語」 

・地域のつながり実践報告 

神代 洋一氏（あそぼう会） 

大塚 啓子氏（在宅福祉サービスセンター協力会員） 

・座談会 

３６人 

西部 

１０月１４日 

 

支え合い・いどばた会議（中根編） 

・東京医療保健大学院生による脳トレ体操 

・フリートーク 

４５人 

２月１７日 

支え合い・いどばた会議（自由が丘編） 

・フリートーク 

・にしまちソング ウクレレ演奏 

４０人 

（２）第２層生活支援コーディネーターの配置 

関係者等のネットワークづくり、協議体の運営支援、地域のニーズや資源の把握

とマッチングなどのコーディネートを行うことによって地域の支え合い活動を推

進する生活支援コーディネーターを配置している。令和４年度も昨年度に引き続

きオンラインでのコーディネーター養成や地域づくりの研修等に参加し、コーデ

ィネーターの能力向上を図った。 

また、地域課題や地域資源等を把握し、相談支援の連携を図るため、関係機関が

主催する会議・研修等への参加・傍聴を行った。 

９‐２ 生活支援・ＣＳＷ体制整備事業【ＣＳＷの配置】                 

制度の狭間にあるケースや地域のネットワーク等から発見した地域課題に対し、地

域住民や関係団体とともに解決に向けて取り組むＣＳＷを配置して２年目となる令

和４年度は、新たに作成したカードサイズのチラシを庁舎や住区センターなどで設置
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するなど、引き続き関係機関や地域へのＣＳＷの周知活動を行った。 

これまで関わりの薄かった児童分野の施設や団体等への働きかけを行った。「みん

なのささえあいレポート」の題材として取り上げ、取材を通じてＳＳＷ（スクールソ

ーシャルワーカー）や児童館、子育て支援団体等との連携を深めることができた。そ

の中で、子どもの多様な居場所を求める声を聴いたことから、先進的な取組を行って

いるＮＰＯ法人から講師を招き、普及啓発イベント「子どものサードプレイスを考え

る」を開催した。 

また、ひきこもりに関する親子のコミュニケーションや親亡き後のマネープランに

関する学習会を開催し、悩みを抱える当事者家族への働きかけを行い、家族会や関係

機関に繋ぐことができた。 

 さらに、フードバンクやフードドライブ、子ども食堂などの「食」に関する活動団

体と関心のある区民を対象とした情報交換会を前年度に引き続き開催し、課題共有や

活動者同士のつながりづくりを行った。こうしたプラットフォームの場によって、コ

ラボレーションが実現した団体や賛同する企業が現れ、着実に食支援の輪を広げるこ

とができた。 

（相談件数） 

 ４年度 ３年度 

新規相談 ９９件 ７３件 

継続相談（延） ９７９件 ５６１件 

（ＣＳＷ活動件数） 

 ４年度 ３年度 

訪  問 １，１１８件 ７２６件 

来 所 １６５件 ９９件 

電  話 １，１６６件 ９８１件 

メール １９１件 １２８件 

その他 １９７件 １４３件 

合  計 ２，８３７件 ２，０７７件 

（広報誌の発行） 

広報紙名 対 象 内 容 発行回数 

みんなのささえあい 

レポート 
区民 

・地域活動や支え合い情報 

・コーディネーターが見聞きした情報

等を紹介 

３回 
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（ひきこもり学習会・家族会） 

名称 開催回数 内 容 参加者数 

家族のための 

ひきこもり学習会 

２回 

(１１月・２月) 

・第１回「家族の関わりかた・社会

とのつながりを考える」 

講師：東京学芸大学教育心理学講

座准教授 福井 里江氏  

（臨床心理士・公認心理師） 

・第２回「ひきこもりサバイバルプラ

ン～親亡きあとをみすえて」 

講師：畠中 雅子氏 

（ファイナンシャルプランナー） 

９９人 

ひきこもり家族会  

９回 

（4･5･6･7･9･10･

12･1･3 月） 

 

・近況報告、情報共有など ６８人 

（普及啓発事業） 

名称 開催日 内 容 参加者数 

食の循環で笑顔も広がる 

目黒の食支援を広げよう 
１２月１７日 

・食支援団体の活動紹介 

・グループトーク、情報交換 
２８人 

子どものサードプレイス

を考える 
３月１７日 

・講話とグループトーク 

  講師：ＮＰＯ法人多様な学び 

 プロジェクト 生駒 知里氏 

２５人 

10 ひとり親貸付事業                              

東京都社会福祉協議会が実施しているひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事

業の経由事務を行っている。この事務経費は、平成 29年度から東京都社会福祉協議

会から交付されている。令和４年度は、申請・決定ともに実績はなかった。 

 ４年度 ３年度 

貸

付

状

況 

申請件数 ０件 １件 

貸付決定件数 ０件 １件 

貸付決定額  ０円 ２０８，０００円 

11 歳末たすけあい事業                             

目黒区民生児童委員協議会との共催により、各町会・自治会の多大な協力を得て、

地域に対する呼びかけや募金の収集・取りまとめ等を行った。目標額の 2,400 万円

には到達しなかったものの、前年度を超える、1,791万円余の募金が寄せられた。 

寄せられた募金は執行計画（見舞金・募金活動費・事務費・翌年度使用地域福祉活

動費）に則り、東京都共同募金会に一旦納付した後、令和４年度に取り扱う見舞金・

募金活動費・事務費の配分を受け執行した。 

令和３年度歳末たすけあい・地域福祉募金のうち翌年度に使用する地域福祉活動

費について、令和４年４月に東京都共同募金会から 1,048万円余の配分を受け、高齢

者福祉支援事業費、障害者(児)福祉支援事業費、児童福祉支援事業費、ひとり親家庭
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福祉支援事業費、地域福祉支援事業費として執行した。 

配分金の在り方については、共同募金会目黒区配分推薦委員会で検討を進めると

ともに、地域福祉活動助成金の交付に関する審査を行った。 

（募金額・募金の配分内訳）                                       （単位：円） 

 ４年度 ３年度 

募 金 額 17,916,560 17,908,949 

配 分 内 訳 

(１)見舞金 

支援を必要とする世帯・居宅ひとり暮らし

高齢者への見舞金 

5,840,000 6,046,000 

(２)募金活動費 

  町会・自治会の募金活動費 
867,300 866,700 

(３)事務費 

募金袋印刷経費、事務用品購入経費、通信

運搬費 など 

277,951 508,850 

(４)地域福祉活動費 

  ※募金実施の翌年度に都共同募金会から

配分を受けて執行する経費 

①ミニデイサービス・ふれあいサロン・子育

てサロンへの活動助成 

②高齢者・障害者・児童育成の団体・施設が

行う行事への助成 

③ボランティア・市民活動団体への活動助成 

④地域福祉情報の提供・地域福祉のつどいの

実施など 

10,931,309 10,487,399 

※（４）地域福祉活動費の一部は、20 ぺージの助成金交付事業に充てられている。 

12 障害福祉サービス事業                            

  東京都から指定を受けた事業所（障害福祉サービスセンター）として、障害者総合

支援法に基づく障害福祉サービス事業３分野及び移動支援事業を、平成 29 年に目黒

区から引き継いで実施している。また、目黒区からの委託を受け心身障害者（児）緊

急時等見守り事業についても継続して実施した。令和４年度は、居宅介護、重度訪問

介護において利用者の施設入所等があり、前年度に比べ利用が減少した。 

（１）実施事業及び実績 

ア 自立支援給付 

      ４年度 ３年度 

利用者数 サービス派遣回数 利用者数 サービス派遣回数 

居宅介護 １６人 ２，９５３回 １９人 ３，２０８回 

重度訪問介護 １人 １２３回 ３人 ５１０回 
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同行援護 ２０人 １，８０３回 １９人 １，８２５回 

計 ３７人 ４，８７９回 ４１人 ５，５４３回 

イ 地域生活支援事業 

   ４年度 ３年度 

利用者数 サービス派遣回数 利用者数 サービス派遣回数 

移動支援事業 １４人 １，９４１回 １９人 ２，０９５回 

ウ 日常生活の援助 

   ４年度  ３年度 

登録者数 延べ利用時間 登録者数 延べ利用時間 

緊急時見守り事業 ８人 ２０９時間 １２人 １８２時間 

（２）事業運営での取組等 

実施事業のうち、視覚障害者等の移動に関し実施している「同行援護」について

は、対応できるホームヘルパーが限られ、円滑な業務運営を図りにくい面がある。

また、他の民間事業所においても、対応ヘルパーが手薄であることに加え、採算性

の面から当該サービス提供が積極的に行われていない状況もある。 

このため、居宅介護で家事援助等のサービス提供に従事しているホームヘルパー

に対して「同行援護」従事のための必須研修の受講を促すため、平成 30 年度に創設

した研修費補助制度の利用促進に努めた。さらに、令和元年度からは研修費助成制

度を全ての資格取得に対象を拡大し、対応可能なヘルパーの確保に継続的に取り組

み、令和４年度は３人のヘルパーを雇用した。 

また、令和３年度の障害福祉サービス等報酬基準改定に伴って義務付けられた、

業務継続に向けた取組の強化、ハラスメント対策の強化、障害者虐待防止の更なる

推進の３点を実施した。とりわけ、障害者虐待防止の更なる推進に関しては、令和

４年度から障害福祉サービス事業所の従業員に対し、障害者虐待防止に関する研修

を実施することが義務付けられたのを受け、令和４年度は目黒区の「職員活用しま

専科」の制度を利用して目黒区障害者支援課の職員による研修を行った。 
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Ⅱ 公益事業 

１ 居宅介護支援事業                               

要介護・要支援認定者のケアプランの作成にあたっては、本人や家族等の意向を踏

まえ、心身の状況や環境等を考慮し、適切なサービスを利用し、自立した生活が送ら

れるよう心がけている。月１回は利用者宅をモニタリングのために訪問し、心身の状

態とサービス利用状況の確認を行っている。地域包括ケアシステム推進の視点からも、

積極的に医療機関や介護サービス事業者等とも連携している。 

社協の居宅介護支援事業所として、介護保険外の行政サービスや民間サービスを活

用するほか、ミニデイサービスやふれあいサロン、住民参加型在宅福祉サービス等、

社協が関わる地域の社会資源を取り入れている。 

令和４年度は、包括支援センター及び医療機関からの紹介に加え個人の紹介なども

ありケアプラン作成件数が大きく増加した。新型コロナウイルス感染症の影響による

要介護認定の期限延期措置は延長されたが、対面での調査も増えたため認定調査件数

は増加した。自宅や医療機関への訪問や面会が制限される中、感染予防対策を講じな

がら、利用者の意向を尊重しつつ、必要なサービスが維持されるよう調整や支援を行

った。 

また、令和３年度介護報酬改定に伴って義務付けられた、業務継続に向けた取組の

強化、ハラスメント対策の強化、高齢者の虐待防止の更なる推進の３点を実施した。 

（居宅介護支援に係る取扱件数） 

 ４年度 ３年度 

給付管理件数（ケアプラン作成） 
５９５件 

  （うち要支援２７件） 

     ４７６件 

（うち要支援３０件） 

要介護認定調査件数 ２４件 １６件 

２ 地域包括支援センター事業                             

「すべての区民を対象とした地域包括ケアシステムの地域拠点」として、南部地区

の地域包括支援センターの運営（目黒区からの受託事業）を行った。 

令和４年度も、研修会の主催や会議の実施にあたってはオンラインを活用するな

ど新型コロナウイルス感染症拡大に即した事業運営を行った。 

また、地域における見守り、認知症の早期発見・対応への取組強化、高齢者虐待防

止、地域における医療と介護の連携強化及び在宅療養支援総合窓口の充実、介護予

防・日常生活支援総合事業の普及等を関係機関と連携を図りながら推進した。 

（１）総合相談･支援 

地域で暮らす高齢者の介護、福祉、保健、医療などに関する相談に応じ、介護保

険や保健福祉のサービスなどにつなげた。地域住民が毎月身近な所で相談できる

場を提供する出張相談会は、従来の向原住区センターに加えて、令和４年度は新

たに目黒本町社会教育館とイオンスタイル碑文谷を会場に加えて実施したほか、

ミニデイ・ふれあいサロンや中央体育館でのイベントなどにおいても単発の出張

相談会を実施した。 

また、高齢者の同居家族等で制度の狭間にある方々へのアプローチを意識しな
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がら支援を行い、事案によってはＣＳＷと共に訪問した。相談件数の多い内容は

介護保険、疾病・医療、在宅介護等となっている。 

高齢者見守り訪問事業と見守りサポーターに関する啓発等を通して、高齢者の

見守り体制（目黒区見守りネットワーク）を強化した。見守り対象者は高齢者を

はじめ、子ども、障害者、生活困窮者などに拡大しており、相談内容に応じて各

関係機関へつなげた。 

（総合相談件数） 

 ４年度 ３年度 

総合相談件数 ９，８６０件 ９，６６４件 

（２）権利擁護事業 

高齢者の権利が侵害されないように関係機関と連携をとり相談に応じた。 

虐待判定やその方針を決定する会議等を令和４年度は 26回開催した。 

令和５年２月に開催した高齢者虐待対応研修会では、新型コロナウイルス感染

防止のためオンラインにより実施し、南部地区の介護サービス事業所をはじめ、

民生児童委員等を対象とする講義を通じ、高齢者虐待の予防・早期発見、地域の

ネットワーク強化に関する意識啓発を行った。 

（権利擁護に係る相談件数） 

 ４年度 ３年度 

虐待に関する相談件数 ６５件 ５５件 

消費者被害に関する相談件数 ２２件 １０件 

成年後見・日常生活自立支援に関する相談件数 １２９件 １８６件 

（３）包括的･継続的ケアマネジメント事業 

目黒区が主催するケアマネジャー向け研修会等に講師等として参画・参加したほ

か、下表のとおり、地域のケアマネジャーを支援した。また、医療と介護の連携会

議等に定期的に参加したほか、南部地区における認知症地域支援・在宅療養支援・

居宅介護支援事業者の合同連絡会を広い会場で新型コロナウイルス感染症対策を

取り対面で開催し、地域における医療と福祉の連携・ネットワーク強化に努めた。 

（ケアマネジャー支援状況） 

 ４年度 ３年度 

地域のケアマネジャーへ

の相談や助言 
２０１件 １７５件 

南部地区ケアマネジャー 

連絡会議 
３回 ３回 

地域のケアマネジャーへ

の研修会等 

３回 

① 講義 

「権利擁護センター「めぐ

ろ」利用と実務」 

「包括支援センターの動き方

と連携方法」 

② 講話 

３回 

①事例検討会 

「認知症・家族支援」に

ついて（オンライン開催） 

②講話 

｢民生児童委員とめぐろ

ボランティア・区民活動セ
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｢地域との交流｣～地域との

交流の土台づくり、顔の見え

る関係づくり～（町会・住区

住民会議より報告） 

③ 研修会 

第一部  

事例検討会 

「ケアマネジャーとして医

療との連携方法を学ぶ」 

第二部  

ケアマネサロン 

「１年を振り返って」 

ンターとの相互理解と情報

交換」について 

③研修会 

第一部 

「CSWと顔の見える関係

づくり」～地域連携強化

～について 

第二部  

ケアマネサロン 

「南部包括との顔の見え

る関係づくり」について 

（オンライン開催） 

（４）介護予防事業 

ア 介護予防ケアマネジメント・介護予防支援の実施 

介護保険で要支援１・２と認定されたかた及び基本チェックリストによるサー

ビス事業対象者についてのケアプラン作成を行った。 

訪問型・通所型サービスのみの利用者は介護予防・生活支援サービス事業（総

合事業）での利用となり、介護予防訪問看護・介護予防福祉用具等の利用者は介

護予防給付での利用となっている。 

（給付管理件数） 

 ４年度 ３年度 

ケアプラン作成数・直接 ２，５８１件 (１，１６８件) ２，６８９件 (１，１８５件) 

ケアプラン作成数・委託 １，６４９件 (  ６５４件) １，６３３件 (  ６５０件) 

合  計 ４，２３０件 (１，８２２件) ４，３２２件 (１，８３５件) 

※（ ）の件数は全体数の中で介護予防・日常生活支援総合事業の内訳件数である。 

イ 一般介護予防事業 

介護予防教室は、めぐろ区報及び目黒区から郵送された案内で周知を図り、広

く対象者を募る形となり、短期集中予防サービス以外は、目黒区や教室運営事業

者に申し込む方法となった。また、自主グループづくりをめざす「元気アップシ

ニアの部活」と「脳に効く！ウオーキング」コースが新たな教室として開催され、

体験・説明会等に包括支援センター職員も参加した。 

令和４年度も新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、教室開催の方法

に変更があった。 

（住民主体の活動やサービスにつなげるためのアプローチ状況等） 

 ４年度 ３年度 

アプローチ実施件数 ３２件 ４件 

地域活動支援件数 延べ４６件 延べ１１件 

（５）各種の受付・相談業務 

介護保険や高齢福祉サービスの申請受付等を行うとともに、ひとりぐらし等高齢

者の安否確認、高齢福祉サービスの事業に対しての実態調査等を実施した。高齢者
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だけではなく、地域の住民すべてを対象とした身近な保健福祉の相談窓口として、

障害者、生活困窮者、子ども、医療保険、年金等の相談を受け、担当所管に適切に

つなぐ役割を担った。総合相談支援件数が増加しており、相談支援内容では疾病・

医療、障害者、経済的相談が多くなっている。なお、前年度から追加となった障害

者有料道路通行料金割引及び都営交通無料パスに関する受付業務も、前年度の 26

件から 39件と受付件数が増加した。 

（各種の相談業務等） 

 ４年度 ３年度 

介護保険認定申請の受付等   ３，２０９件   ２，７０７件 

高齢者・障害者の保健福祉サービスの受付等  ９０５件  ７７６件 

保健福祉の総合相談支援  １８０件  １６２件 

Ⅲ 収益事業 

１ 自動販売機管理事業                             

飲料自動販売機は、新型インフルエンザ感染症の影響による売上減等で３台撤去し

たが、飲料手数料収入は微増となった。証明写真機は、目黒区が実施したマイナンバ

ーカード普及事業（証明写真無料撮影サービス）の影響を受け、証明写真機の利用が

低迷した期間もあったが、証明写真機手数料収入は増となり、手数料収入の総額も増

となった。 

（設置状況） 

種類 設置場所 台数 
手数料収入 

４年度 ３年度 

証明 

写真機 
目黒区総合庁舎（本館） １ １,２５３,６７２円 １,２４０,８３２円 

飲料 

清掃事務所 

清掃事業所 
３ 

２,０５５,６０４円 １,９７９,７９３円 

碑文谷体育館 １ 

南部地区サービス事務所 １ 

菅刈住区センター    ※ １ 

スマイルプラザ中央町  ※ １ 

特別養護老人ホーム東山※ ２ 

目黒本町福祉工房 １ 

合計 １１ ３,３０９,２７６円 ３,２２０,６２５円 

      ※ 令和５年１月に飲料自動販売機３台（菅刈住区センター、スマイルプラザ中央町、特別養護
老人ホーム東山 1 台）を撤去。 

 

  



- 44 - 

  

第４ 組織図と職員配置 

１ 目黒区社会福祉協議会組織図（令和５年４月１日） 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（会員） 

会 長 

社協会員 個人会員 

団体会員 

賛助会員 

※は、事業名を表す。 

監事２人 

事務局長（１） 

総務係（６） 

 

共同募金会目黒区配分推薦委員会 

（地域福祉活動助成金交付審査会） 

包括支援センター係（１４） 
〔目黒区南部包括支援センター〕 

※在宅福祉サービスセンター 

※ファミリー・サポート・センター 

ささえあい係（１１） 

 

生活支援課（８） 

 

 

（） 

あいネットプランⅢ推進委員会 

権利擁護センター「めぐろ」運営等審査会 

顧 問 

（２人） 

権利擁護センター係（８） 
〔権利擁護センター「めぐろ」〕 

 

ボランティア・区民活動係（６） 
〔めぐろボランティア・区民活動センター〕 

 

 

※障害福祉サービスセンター 

参 与 

（３２人） 

（委員会） 

※（ ）内の数字は職員  

  配置数を表す。 

 

評議員１７人 
 

議決機関 
評議員会 

 
 評議員選任･

解任委員会 

委員５人 

理事１０人 

 

執行機関 
理事会 

 
 

財務係（０） 

 

（社会福祉協議会事務局） 

事業係（５） 

 

地域支援係（１１） 

 

包括支援センター（１４） 

 

 

（） 

地域支援課（２８） 

 

総務課（１１） 
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２ 目黒区社会福祉協議会職員配置人員表（令和５年４月１日現在） 

 

 （単位：人） 

課 係 常勤職員 契約職員 
非常勤 

職員 
計 

総 務 課 

総務係 
５ 

（５） 

０ 

（０） 

２ 

（２） 

１２ 

（１１） 
財務係 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

０ 

（１） 

事業係 
２ 

（１） 

１ 

（１） 

２ 

（１） 

地域支援課 

ささえあい係 
１０ 

（７） 

１ 

（１） 

０ 

（１） 

２８ 

（２８） 
地域支援係 

１ 

（１） 

６ 

（６） 

４ 

（４） 

ボランティア・区民活動係 
２ 

（３） 

３ 

（４） 

１ 

（１） 

生活支援課 権利擁護センター係 
６ 

（６） 

１ 

（１） 

１ 

（１） 

８ 

（８） 

包括支援 

センター 
包括支援センター担当係 

５ 

（５） 

８ 

（９） 

１ 

（１） 

１４ 

（１５） 

計 
３１ 

（２８） 

２０ 

（２２） 

１１ 

（１２） 

６２ 

（６２） 

構成率 
５０.０％ 

 (４６.０％) 

３２.３％ 

 (３４.９％) 

１７.７％ 

  (１９.１％) 

 １００％ 

 (１００％) 

 

 ※１ 事務局長は総務課に含む。 

 ※２ 管理職は各課の庶務担当係に含む。 

 ※３ ( )は、令和４年４月１日の実配置数。兼務職員は本務に計上。 

 


